
二
二
八

雑

草

種

研

賓

究

の

第

九

報

石

竹

蒋

農

事

博

士

近

藤

良E

高

太

笠

原

安

夫

一同.、

小

無

必

菜

9 

ノ

ツ

.‘ 、

、、、

ノ

A
S
S
-白
ミ
ミ
虫
、
申
寄
〈
R-
町
崎
、

S
E吉
田
旨
混
同
・

積
呆
に
し
て
中
に
多
数
の
種
子
を
離
す
?
種
子
は
腎
臓
形
、
桝
は
腹
部
の
中
央
に
あ
り
て
棲
む
・
紫
黒
色
或
は
黒
色
民
し
て
光
滞
あ
り
・

同
心
困
般
の
斑
紋
る
り
・
匹
は
智
也
す
.
ー

種
子
は
長
さ
。
・
酔
1
1
0
・
宮
目
、
幅
。
・
ヤ
1
0
・守

g、
厚
さ
。
・
い
1

0
・
官
自
に
し
て
、
ウ
イ
ッ
ト
ヱ
ソ
ク
わ
記
せ
る
鹿
に
同
じ
・
(
第
一
岡
v

、Jaロ

ウ
イ
ッ
ト
マ
ツ
タ
(
唱
司
自

HEC岡・

F-Yの
記
述
に
よ
れ
ば
、
此
種
子
は
極
め
て
小
に
し
て
、
長
さ
。
・
ゃ
・
1
0
・
官
目
、
帽
。
・
吉
田
、
厚
さ
。
・
ω

g
g、
腎
臓
形
、
多
少
届
平
‘
表
面
広
放
射
棋
に
美
は
し
き
鐘
あ
り
・
黒
色
又
は
多
少
金
属
様
(
黒
鉛
様
v

の
光
津
を
有
す
。
普
通
の
雑
草

、

，

，

，

、

な
り
と
‘
叉
プ
ラ
ウ
ヱ
ル

3
8
2
g・4
司
V
O
に
よ
れ
ば
、
種
子
は
長
さ
及
び
幅
は
。
・
ω
1
0・
宮
田
、
厚
さ
。
ヤ
ゐ
・
舎
宮
、
腎
臓
形
、
多
少

届
卒
、
黒
色
、
稀
に
友
褐
色
、
多
少
黒
鉛
様
の
光
津
あ
り
、
上
面
は
放
射
扶
に
鍍
あ
り
と
、
同
じ
と
と
を
記
せ
り
。

ス
シ
プ
誌
に
よ
り
て
ま
皮
細
胞
を
鏡
検
す
れ
ば
、
表
皮
細
胞
ほ
鞘
小
さ
く
、
細
胞
膜
の
凹
唱
は
鵠
く
、
星
献
を
な
さ
や
。
腫
物
故
猶
起
峠



!惑!
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A"-鯵~幡
歯
車
種
貨
の
研
由
丸

E 。B A 

(x40) 

く笠原〉

種子'

面

面断

ヅリ

B'・・腹

D...縦

ツノ

A'"側面 h...慎

c...縦断面 .e"'!li 

E'・・稽皮の表薗、表皮細血 (xl∞〉

、、、ノ第一同
第
丸
纏

不
明
瞭
、
死
献
突
起
及
び
小
突
起
は
共
に
認
め
ら
れ
だ
《
濡
民

ωv、
グ

ν
グ
ル
《

P
S
F

】

-
v
d
v
も
ま
皮
細
胞
に
A
J

き
で
記
遺
し
た
担
。

一一、

4・ク
ず

ミ雪、

、
z‘ 
ナ

。亀晶画
h
E
3
2
5
h認
.
e
S
3
の
伊
戸

g
円
三
由
主
ahg益
事
当
局
届
困
層
・

q
・
e.‘合
a
s
a・
，
員
同
・
ミ

aaEhgさ
逮

M
N
R匝
開

r
。
・
笠
s.a-wdH

ミ
-S舎
な
事
遭
穴
8
岡・

果
責
は
碕
凶
戒
に
し
て
、
圃
柱
形
、
横
向
、
宿
存
革
よ
り
長
く
先
嶋
一
・
O
歯
を
な
す
。
内
に

一
端
に
隣
あ
り
.
隣

無
数
の
種
子
を
離
す
・
種
子
は
属
千
ム
ス
ピ
形
《
一
-
一
角
献
)
を
注
し
、

の
部
分
は
少
し
凹
む
.
茶
褐
色
覚
揮
あ
hv.
練
形
腫
物
献
の
隆
起
あ
b
.
匪
は
智
曲
す
・

種
子
は
長
さ
。

-T0・
百
呂
、
幅
・

0・
や
与
・
宮
田
、
厚
さ
事
与
台
包
に
し
て
、
甚
だ
徴

細
粒
な
り
・
《
第
二
圃
)

。
種
子
に
つ
き
て
簡
患
に
、
。
・
吋
呂
田
網
扶
凹
紋

、J

(
Z骨骨
H
個

2
g
S、
黄
色
と
記
し
た
り
・
又
コ
ル
ス
モ
(
回

egg-何
-voの
配
し
た
る
鹿
に
よ

ウ
イ
ツ
-
F
T
ツ
タ
は

。
・
き
.as

れ
ば
、
果
責
は
で
蜜
多
種
子
の
繭
呆
な
り
。
種
子
は
下
端
に
丸
く
債
〈
な
る
・
横
断
商
は
四

角
形
、
表
面
に
は
浪
茶
色
、
小
さ
く
し
て
長
形
の
隆
起
令
官
富
市
H
9
鳴
忠
明

P
E
a
g
v

石斡
H
E軒

こ-一丸



植
曙
草
穫
貨
の
研
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E D 。B A 

第
九
纏画

面 (x35)

種子

B'"腹

IJ.・・縦

ナ・グサ

h.・・瞬

e"'JH! 

、、、、、、第二闘

面

面

A'"側

C・・・縦
否
w
u
E何

断断

あ
り
。
赤
褐
色
、
長
さ
。
・
0
B目
、
幅
。
・
U
H
回
目
、
千

原〉

粒
重
。
・
M

旬
、
欧
湖
、

北
米
合
衆
園
及
び
カ
ナ
ダ

〈笠

に
多
し
と
.

7
1セ
ル

〈
窓
図
面
F
K司・
M
M
-
V
慣
も
此
種
子
に

っ
き
簡
単
に
記
述
し
固
示
せ
り
。
プ
ダ
ウ
ヱ
ル
も

亦
簡
草
に
記
せ
り
。

(xl!∞〉

ス
シ
プ
法
に
よ
り
て
表
皮
細
胞
を
検
し
た
る
に

細
胞
は
梢
小
、
不
整
形
星
放
と
共
に
鍍
の
あ
る
線

表皮細胞

扶
隆
起
あ
り
て
、
他
よ
り
特
異
な
り
。
毘
紙
突
起

及
小
突
起
は
存
在
せ
歩
。
〈
窮
民
仰
v

E"・種皮の表面

グ
ν
u
q
ル
も
此
種
の
種
子
の
表
皮
細
胞
に
つ
き

て
鏡
検
し
た
る
所
を
記
述
せ
り
。

一一、
ア
ジ
グ
ロ
、

ア
で
フ
ゴ
マ
司
ナ
ツ

?
-
-
v
J
d
v
y
、
宮
婁
菜

一言一
O-0 

‘"，..... 

C B A 

面

〈笠原〉

種子

h.・・贋 B・・・腹

e・・・匪 (xOO) 

シグロフ第三圃

A"・側 面

c.・・縦断面

g
a
s
g
g
b
3
3自国
国
一
同

-gsag-b355国伊

豆
言
、
3
2
2
N
d
E
7
1
s
g
-
、24
3
F



懇vj鰭
D C B A 

函

側面

倒
日
を
同
心
間
的
に
排
列
す
。
腹
面
に
駒
郡
あ
り
。

A

C

 

子

商 (x55)

〈笠原〉

総
巣
は
査
紙
、
先
端
は
六
裂
、
宿
存
革
を
伴
ム
・
内
に
多
数
の
種
子
を
離
す
.
種
子
は
腎
臓
形
に

し
て
虫
色
又
は
友
褐
色
、
同
心
囲
〈
放
射
欣
V

に
排
列
せ
ら
れ
た
為
斑
紋
隆
起
を
有
す
・
瞬
間
部
は
深

種

B'・・腹.

(xll∞〉

く
凹
入
し
て
穴
を
な
す
・
蹴
聞
の
周
囲
は
周
壁
と
た
り
て
明
か
に
見
ゆ
。
匪
は
毎
幽
す
。

種
子
は
長
さ
H
・?
1
H
-
H
回
目
、
幅
。
・
叶
|
φ
・
。
回
目
、
厚
さ
。
・
?
1
0
・
百
旨
た
り
・
(
馬
民
間
)

四

ス
ズ
メ
ク
ナ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ

サク

h...1IJIf 

w・・・涜紋突趨

ツ
メ
ク
ナ
、

h

喝
さ
が
と
唱
S.aga-
匂

-saasa
〉・。
E
F

h
w
-
U
S
E
S
-
4
R
-
s
s
.
3
玄

E
B
h
J言、内
R
a
k
e
-
a
2
2・

繭
泉
は
短
卵
形
、
事
片
よ
り
長
し
・
種
子
を
多
数
に
生
じ
、
之
を
撒
布
し
で
、
繁
殖
カ
盛
ん
た

り
種
子
は
極
め
て
徴
小
た
る
扇
子
腎
臓
形
、
或
は
倒
卵
形
、
間
頭
、
混
茶
褐
色
、
表
面
に
庇
欣
突
起

表
皮
細
胞
は
梢
小
、
ジ
ツ
グ
ザ
ツ
グ
放
の
細
胞
膜
を
有
じ
、
星
紙
、
多
く
は
各
国
形
館
蹴
突
起
を

-F-h 

種
子
の
大
さ
は
、
長
さ
。
・
ωヂ
占
・
怠

E
、
幅
。
・

8
1』。・
ω宮
田
、
厚
さ
。
・

M
?・φ
・ω日
自
に
し
て
極
め
て
徴
細
た
り
・
(
第
四
圃
v

メツ第四闘

生
占
r
る
も
、
株
に
は
之
の
無
き
も
の
あ
り
.

ス
ン
プ
法
に
よ
り
て
種
皮
を
鏡
検
し
た
る
に
‘
表
皮
細
胞
は
梢
小
、
星
棋
細
胞
に
は
中
央
に
顕
著
な
る
固
形
庇
欣
突
起
あ
り
。

雌

時

箪

畢

帽

賓

の

研

突

ご

一

-

ニ

，

第
九
回
報

石緋
H
a軒
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第
九
圃
曜

但
し
中
に
は
稀
に
庇
蹴
突
起
の
認
め
ら
れ
ざ
る
細
胞

b
p
.
腫
物
故
隆
起
及
び
小
突
起
は
無
し
・
《
窮
翼
船
〉

石
竹
田
明

ー一一ー一「一

e. 

(.;.. 

‘d 
D C B A 

面

面

〈笠原〉

種子‘

Ii 

世

哨

め

L
u
p
~山

マシテ

h...1IIf 

e・・・峰

。・・子

マ第五固

画

面

根
断

.A "'111 
c...縦
曹・・・匁1

玉、
-守

y 

司司F

う?

k
司

h
h
g
句

ahhhna
旨
-
ぬ
広
崎
著
書
h
3
a
m
o岡

g

萌
巣
は
卵
形
に
し
て
、
先
端
六
裂
し
、
宿
存
尊
を
具
ふ
・
種
子
は
腎
臓
形
、
紫
褐
色
、
胸

部
は
窪
む
。
側
面
の
中
央
部
に
牛
固
形
に
的
窪
す
・
脊
縁
は
字
国
形
を
な
す
。
種
皮
表
面

2医

に
鈍
斑
あ
り
。
庇
は
梢
規
則
正
し
く
、
隣
部
在
中
心
と
し
て
放
射
放
に
排
列
す
・

匹
は
毎

幽
す
。
種
予
の
大
さ
は
、
長
さ

H
・?
l
H
・
同
日
目
、
幅
。
・

7
0・宮
g
、
厚
さ
。
・
φ
l
φ
・ヨ

g
な

り
.
〈
第
五
圃
)

ウ
イ
ッ
ト
マ
ッ
ク
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
種
子
は
甚
だ
小
、

僅
か
比
長
さ
。
・
J
『

lA)・@
g目、

幅
。
午
lφ
・
宮
田
、
腎
臓
形
、
届
卒
、
側
面
に
凹
寝
あ
り
。
脊
面
は
卒
、
黒
色
又
は
黒
友
色
、

放
射
般
に
排
列
さ
れ
た
る
突
起
る
り
・
全
世
界
に
生
歩
。
滴
逸
に
於
て
は
農
作
物
種
子
中
に

混
入
す
・
中
部
悌
園
の
ク
ロ
パ

1
及
び
禾
草
種
子
中
に
混
在
す
と
.

叉
プ
ラ
ウ
ヱ
ル
も
此
種
子
に
つ
ぎ
て
記
述
せ
り
。

グ
レ
グ
ル
は
此
種
の
種
子
に
つ
き
て
表
皮
細
胞
を
鏡
検
し
虫
記
述
せ
り
・



雑
草
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研
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子

c.・・縦断面
種
. ，、
商

コ

六
、
夕
日
V

外
コ
イ
鵠
鬼
勝

原〉

h
司
同
由
旬
、

a
a
a
a
3
s
$
a
ω
S司・

〈笠

ω
ヨ
-hhahssbeミ
A
S
H
g
h
-
E
E
-

蘭
呆
は
卵
形
、
宿
存
事
よ
り
長
し
・
中
に
多
敢
の
種
子
を
離
す
・

種
子
は
扇
平
腎
臓
形
又
は
短
卵
形
、
腹
商
多
少
時
四
む
。
全
面
に
克
扶
突
起
を
生
歩
。
各
突
起

は
星
枇
に
見
ゆ
・
種
子
は
茶
褐
色
叉
は
黄
禍
色
に
し
て
、
精
光
津
あ
り
.
後
に
述
ぷ
る
ハ
コ
ベ

，、

腹
〉
め
よ
り
は
小
形
た
り
。
叉
ハ
コ
ベ
の
表
皮
細
胞
と
異
り
て
、
細
胞
膜
の
凹
凸
厳
か
に
し
て
、
珠
形

凋

凪

マ

噌

A

L
u
J
M

叫

r
L
r
k
 
の
小
突
起
散
在
せ
や
。
匹
は
毎
曲
す
・

面

柑

島

断

開

情

amm
六
圃
v

h

D

W

ス
シ
プ
法
に
よ
り
て
表
皮
細
胞
を
鏡
検
し
た
る
に
、
表
皮
細
胞
は
犬
、
星
放
細
胞
膜
は
ハ
コ

飽

・

蜘
ペ
と
異
-P
て
滑
に
錯
綜
す
。
腫
物
欣
突
起
あ
れ
H
C
、

面
暗
び
小
突
起
は
無
し
・
(
馬
民
間
v

度

側

底

檀

A

b

E
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植
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九
綴

石
併
記
何

種
子
の
大
さ
は
、
長
さ
同
・

?sM-M回
目
、
幅

g
l
z
g
g、
厚
さ
。
・
串
l
。
・
宮
田
な
り
。
(
第

ス
シ
プ
法
に
司
は
不
顕
著
、
究
献
突
起
及

/ 

七

川

3
4
-
フ
、
ァ
ナ
ジ
ラ
グ
、
繁
綾

白
山
コ
J

司、
h
可
柏
崎
町
向
島
三

a
s
a
-
-
a
n吋冒
・
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第
九
皿
沼

子

c..・縦断商
w.・・幼 混(x22)

〈笠原〉

D 

種
. ，、

A"・側 面 h"'Jf . B・・・腹 薗

e"・底 D・・・縦断面 c..・子 葉

B・・・種皮の表皮細胞 hc"・婚朕突起 (_lICl∞〉

C 

コ."、

B 

第七闘

A 

石
竹
田
明

二
三
四

萌
旧
取
は
卵
形
、
少
し
く
事
よ
り
長
し
。
多
く
の
種
子
を
蔵
す
。
種
子
は
眉
平
腎
臓
扶
聞
形
、

漫
茶
褐
乃
至
紫
褐
色
、
表
面
に
縁
に
滑
ひ
た
る
所
に
、
基
部
が
星
猷
危
な
し
た
る
鈍
欣
腫
物
の

如
き
痛
超
あ
り
。
周
縁
は
精
扇
平
た
る
も
、
同
様
た
る
婿
起
を
有
す
・
蹴
岡
部
は
精
密
む
。
表
皮

細
胞
に
小
珠
般
の
突
起
乞
撒
布
す
。
匪
は
毎
幽
す
。

種
子
の
大
さ
は
、
長
さ

5
1
h
M
・
冒
目
、
幅
同
・

?lH・管
g
、
厚
さ
。
令
1
0・
E
自
に
し
て
、
幅

が
長
さ
よ
り
も
却
っ
て
大
な
り
。
〈
第
七
圃
〉

ウ
イ
ッ
ト
マ
ッ
ク
は
簡
皐
に
、
種
子
は
長
さ
同
・
宮
田
、
癌
蹴
突
起
(
者

SHE個・一
V
青

MMES

護
茶
褐
色
乃
至
黒
色
な
り
と
記
す
・
叉
コ
ル
ス
モ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
果
は
一
室
多
種
子
の
萌

呆
た
り
。
種
子
は
殆
ん
ど
間
形
、
表
面
に
溝
b
h
v。
横
断
面
は
殆
ん
ど
四
角
形
、
側
面
に
は
緯

に
並
行
し
た
る
長
形
痛
欣
突
起
あ
り
。
種
子
は
友
褐
色
乃
至
漣
茶
褐
色
、
長
さ
守
山
宮
回
目
、
幅
足

包
目
、
千
粒
章
。
・
0

畑
町
た
り
。
蹴
洲
、
北
米
合
衆
園
、
カ
ナ
ダ
に
極
め
て
普
通
な
る
圃
場
雑
草
に

し
て
、
穀
類
及
び
禾
草
種
子
に
よ
っ
て
停
播
す
と
.

プ
ラ
ウ
ヱ
ル
も
7
1
セ
ル
も
此
種
子
に
つ
き
で
簡
単
に
記
し
た
り
。

ス
ン
プ
法
に
よ
り
て
種
皮
乞
鏡
検
し
た
る
に
、
表
皮
細
胞
は
犬
、
星
赦
細
胞
に
除
腫
物
航
隆

起
あ
れ
ど
、

ス
シ
プ
法
に
て
は
不
明
瞭
、
涜
猷
突
起
な
し
。
特
異
た
る
は
星
扶
細
胞
周
縁
に
磐

し
き
小
突
起
が
撒
布
す
る
と
と
念
り
・
〈
馬
民
約
v
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'A…側面

C…縦断面

D.・・諸皮の表皮細胞
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目房〉

K2aha立
白

書

a
m
a
n
g
p
d『
R-
邑
き
可
忽
炉
EH
唱。

(~ 

種
子
は
外
観
全
く
ハ
コ
ペ
に
酷
似
し
、
両
者
を
外
観
に
て
直
別
し
難
し
・
僅
か
に
隆
起
が
低

き
が
如
し
.

ス
シ
プ
法
に
よ
り
て
種
皮
を
比
較
す
る
も
、
表
皮
細
胞
は
酷
似
し
、
僅
か
に
細
胞

膜
の
凹
凸
が
コ
ハ
コ
ベ
に
於
て
深
き
が
如
し
・

種
子
は
長
さ

H
・φ
l
M
-
H
B目
、
幅
同
・
?
l
H・岡田目、
・厚
さ
。
・
0
1
φ
司
自
な
り
.

ス
シ
プ
法
に
よ
り
て
種
皮
生
鏡
検
し
た
る
に
、
ハ
コ
ベ
に
全
く
酷
似
せ
り
。
唯
細
胞
膜
の
凹

凸
が
之
よ
り
僅
か
に
深
き
が
如
し
.
(
馬
異
例
〉

グ
ν
u
q
ル
は
此
種
子
の
顕
徴
鏡
研
究
の
結
果
を
記
述
せ
り
。
特
に
表
皮
細
胞
に
つ
き
多
く
記

せ
り
.

九

ノ

ミ

ノ

ア

ス

マ

-h明
h
a
r
a
s
s
-

、ES
沼
田
国

F
〈

R-
民
主
ミ
a貧
困
吋
一
『
富
島

骨
骨

ω
R相
百
・
ゐ

-
S
5
E
E
吋
阿
国
沼
田
・

萌
呆
は
通
常
宿
存
尊
よ
り
少
し
長
く
六
裂
す
。
内
に
多
数
の
種
子
を
離
す
。

雑
草
漕
貨
の
研
究

種
子
は
眉
卒
園
形
或
は
腎
臓
形
、
金
部
に
基
部
が
星
放
を
な
す
捷
献
突
起
を
瞬
部
を
中
心
と
し
て
排
列
し
、
美
麗
な
h
y
e

星
倣
細
胞
の
形

石
竹
科

一一一一一五

修
九
鰻



雑
草
積
貨
の
研
究

は
ツ
メ
ク
サ
に
似
た
れ
E
、
之
よ
h

リ
は
中
へ
な
り
。
捷
蹴
突
起
も
明
か
に
し
て
、
小
珠
放
の
突
起
は
散
在
せ
守
、
胸
部
は
稿
頂
端
に
位
し
、
少

'一一三六

第
九
回
報

石
竹
田
柑

し
く
凹
み
、
海
紫
色
た
り
。
他
は
帯
赤
謹
茶
褐
色
な
り
.
匪
は
栂
幽
す
。

種
子
の
中
へ
さ
は
、
長
さ
。
・
叶
I
t
o
-官
旬
、
幅
。
・
0
1
0
・
吉
田
、
厚
さ
。
・

f
ゐ
195
た
え
《
第
八
圃
}

表
皮
細
胞
は
ツ
メ
ク
サ
に
似
た
れ

E
、
と
れ
よ
り
中
へ
な
り
。
叉
腫
物
株
隆
起
の
中
央
が
尖
り
て
、
詫
状
突
起
と
な
る
が
、
ツ
メ
ク
サ
よ
り

著
し
く
大
な
げ
。
小
突
起
は
撒
布
せ
や
。
〈
詩
質
的
〉

+
 

-4， .-.. 

。B A 

種子

曹・・・幼視樹

(xlO) (笠原〉

ナデシコ

h.... 
c....断面

第九圃

扇

面

.A.・・腹

B・・・符

一O
、
ナ
デ
uv

コ、

カ
4

F

-

フ
ナ
デ
ジ
ョ
、

ヤ

守

ト

ナ
d

ア
シ
コ
、

ノ
ヂ
ヂ
シ
コ

』

E
S
S
E
-
ミュ
s
g
-
宮崎

hasas当日
E
-

萌
呆
は
間
柱
形
に
し
て
、
先
端
四
裂
し
、
幕
が
宿
存
す
。
萌
に
ご
、
一
一
一

O
粒
の
種
子
を
離
す
・

-
種
子
は
眉
卒
な
る
楕
固
形
又
は
固
形
、
柑
批
た
る
が
、
形
態
は
整
一
た
ら
や
。
幼
根
部
の
先
端

部
が
少
し
く
突
出
す
。
腹
面
中
央
に
縦
-
僚
の
隆
起
線
あ
り
・
と
の
腹
面
の
中
心
に
蹴
聞
が
梢
隆
起

す
。
瞬
を
囲
み
て
洩
く
凹
寝
す
。
脊
面
は
此
中
心
部
に
於
て
反
封
に
精
隆
起
す
・
腹
面
に
楯
般
に

智
曲
し
た
る
も
の
多
し
・
種
子
は
黒
色
に
し
て
、
全
面
に
縮
緬
の
如
き
鍍
あ
り
・
此
鍛
は
腹
面
に

於
て
は
放
射
献
に
、
叉
脊
面
に
於
て
は
横
に
並
列
ず
・
横
断
面
に
於
て
は
周
縁
部
が
翼
献
を
な
し

腹
面
の
隆
起
は
鞘
突
出
ず
。
匪
は
殆
ん
ど
民
直
な
り
。
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メンフ‘法による種皮表皮細胞のAA怯

(3) フシグロ (1) ノミノツヅP リ

(4) ツメタサ (2) ミミナグサ
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九ジプ法による種皮表皮細胞の蹴態

(7) コハコペ (5) ウシハコベ

(8) ノミノフス;マ (6)ハコペ


